











































































         　　　　　　　























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(2 5) 慧立・彦 　長澤和俊訳『玄奘三蔵』講談社　1998
／ 2005






























































(3 8) 鈴木昭英解題「葛城峯中記」（亮永　元禄13年 (1700)）
　五来重編『修験道史料集Ⅱ』　山岳宗教史研究叢書 18
　名著出版　1984年　　












































(5 0) 武田明「西讃岐の両墓制その他」『民間伝承』14 ｰ５ 
秋田書店　1950年
　 武田明「讃岐弥谷山麓の葬制」『日本民俗学』２ｰ３　日
本民俗学会　1955年
(51) 三野町教育委員会　三野町　2005年
(5 2) 杉山二郎「執金剛神考」『日本彫刻史研究法』　東京
美術　1991年　初出『仏教芸術』第 74号　毎日新聞社
　1970年
(5 3) 田澤坦　「南無阿弥陀仏作善集」『美術研究』30号　
1934年
　　高野新別所　号專修往生院
　　奉造立一面（止）間四面小堂一宇　湯屋一宇 在鉄船并釜
　　食堂一宇奉安等身頻頭盧并文珠像各一躰
　　 三重塔一基　奉安置銅五輪塔一基長八尺・奉納其中水
　　　　　　／精塔一基高一尺二寸納佛舍利五十一粒
　　奉安置三寸阿弥陀像一躰并觀音勢至唐佛
　　三尺皆金□阿弥陀像并觀音勢至
　　 八大祖師御影八鋪　三尺涅槃像一躰　四尺四天像各
一ヽ
　　執金剛身深 大王像各一躰　十六想觀一鋪
　　十六羅漢像十六鋪唐本　釋迦出山像一鋪但紙佛
　　又十六羅漢十六鋪唐本墨畫
　　弘法大師御筆之華嚴經一卷　心經三卷
　　良辨僧正御筆見無邊佛土功德經一卷
　　繪 (畫 )像涅槃像一鋪　四臂不動尊一ヽ　普同塔一ヽ
　　湯屋一宇　在鉄湯船釜
　　 鐘一口　本寺大湯屋鉄船并釜口徑各八尺釜卅石納／傳
　　　　法院塔九輪鉄施入之　蓮花谷鐘奉施入
　　播广并伊賀丈六奉爲本様畫像阿弥陀三尊一鋪唐筆
(54) 『大正新脩大蔵経』No.1374
(55) 『覚禅鈔』釈迦
　　又像　右觀音　左執金剛　四天王
　　 一切法莊嚴王經云。畫鋪中安釋迦佛像。處師子座。作
説法儀。右安觀自在○蓮花立有四臂　右上手執梵本經。
下手執數珠／左上手執白蓮花。下手把君持　左邊安執
金剛神　右手執金剛杵／左手遙水杵頭　其四邊安護世
四天王云ゝ
(56) 鎌田茂雄他編　雄山閣　1998年
(57) 『別尊雑記』
　　 師秘云。昔有鬼。是則北方神佐主領藥叉也。而是鬼神
欲迴四洲奪衆生ゝ氣。爾時觀自在菩薩哀愍一切故。作
深沙神形來見其鬼。告彼鬼言。汝何所來欲作事耶。時
彼藥叉答言。我是北方神。欲奪一切衆生ゝ氣。時深沙
神言。汝莫迴四州。無有衆生無勢力者。時藥叉聞此語已。
啓深沙神言。汝爲誰耶。答言。我是深沙神。有大威力。
時藥叉言。善哉。我等互現神變見勝劣。時深沙神現大身。
攝縛彼鬼。ゝ即驚怖發大聲叫乞救護。時深沙神言。汝
若發願爲護法者我今放汝安穩令去。時彼藥叉言。我随
命生ゝ世ゝ爲護法使者。如是三遍已放還云ゝ　此放 (故
カ )深沙神是觀自在菩薩也。
図版出典
図１　 『大正新脩大蔵経　図像第三巻』「図像抄」　　
大正新脩大蔵経刊行会　普及版1988年
図２　 三野町教育委員会　『三野町の文化財』　　　
三野町　2005年
図３　 朝日新聞社文化企画局大阪企画部編『西遊記の
シルクロード　三蔵法師の道』　朝日新聞社　
1999年
図４　 岐阜新聞社　『文化マップGifu』　岐阜新聞社
1998年
図５　 四日市市立博物館編　『正倉院その源流を訪ね
て　シルクロードを旅した美術』　四日市市立
博物館　2007年
図６　 岩男順・窪田勝典　『大分の磨崖仏』　九環　
1974年
図７　 奈良国立博物館編　『大勧進重源　東大寺の鎌
倉復興と新たな美の創出』　奈良国立博物館　
2006年
図８　 朝日新聞社文化企画局大阪企画部編『西遊記の
シルクロード　三蔵法師の道』　朝日新聞社　
1999年
図９　 朝日新聞社文化企画局大阪企画部編『西遊記の
シルクロード　三蔵法師の道』　朝日新聞社　
1999年　　
図10　 佐和隆研　『秘宝第八巻　醍醐』　講談社　　
1967年
図11　 井上靖・塚本善隆監修　『古寺巡礼京都１　東
寺』  淡交社　1976年
図12　 『大正新脩大蔵経　図像第八巻』「手印図巻上」
大正新脩大蔵経刊行会　1977年
追記
　本論文は、研究生加藤香織さん（2006年10月～
2008年３月在籍）が作成したものに、藤澤が加筆訂
正したものである。
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藤　澤　隆　子・加　藤　香　織
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図１　深沙大将図像　『図像抄』
図２　深沙大将倚像　寄木造　　
　　　138.5cm　11世紀初頭
　　　弥谷寺
図３　深沙大将立像　一木造
　　　256.6cm　
　　　11世紀末～ 12世紀初頭　
　　　明通寺
図４　深沙大将立像　一木造
　　　175.5cm　平安時代
　　　横蔵寺
　図５　深沙大将立像　一木造　104.5cm
　　　　12世紀　神宮寺
図６　深沙大将立像 軟質凝灰石浮彫
　　　140cm　平安後期
　　　高瀬磨崖仏
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　図７　深沙大将立像　快慶作
　　　　寄木造　84.5cm　
　　　　12世紀末～ 13世紀初頭
　　　　金剛院
図11　十二天屏風・水天　絹本著色　宅間勝賀筆
　　　130.7×42.3cm　建久2年（1191）東寺
　図８　深沙大将立像　快慶作？　
　　　　寄木造　134.2cm
　　　　13世紀　金剛峯寺
　図９　深沙大将立像　寄木造　197cm
　　　　南北朝～室町前期　杵築神社
　 図10　十天形像（水天）白描図像　28.8×445.4cm
　　  　　醍醐寺
図12　深沙大将手印
　　 　『手印図巻』上
